
学術会議マスタープラン2023
への提案に関する趣旨説明会

日時：9月1日（水）9:00 - 10:35
場所：Zoom によるオンライン

https://www.wakusei.jp/~shourai/for_all/2021/index.html

将来構想検討作業部会

荒川政彦（部会長）, 中村昭子，中本泰史，
倉本圭，田中智，玄田英典



プログラム
1. 9:00-9:05
はじめに

ー荒川政彦（将来構想検討作業部会長）

2. 9:05-9:35 （発表15分＋質疑・応答15分）
国際宇宙探査計画と連動した火星宇宙天気・気候・水環境探査(MIM)
ー 関華奈子（東京大学大学院理学系研究科）

3．9:35-10:05（発表15分＋質疑・応答15分）
惑星科学、生命圏科学、および天文学に向けた紫外線宇宙望遠鏡計画

ー 土屋史紀（東北大学大学院理学研究科）

4．10:05-10:35（発表15分＋質疑・応答15分）
惑星科学コンソーシアム

ー 竝木則行（国立天文台）

5．10:35-10:40
まとめ

ー荒川政彦（将来構想検討作業部会長）







惑星科学会から提案するに相応しい内容であるかを確認し、
今後の学会からの申請に向けての参考する。



観点

1. 計画の学術的意義（国際性や国際連携についても観点に含める）
2. 科学者コミュニティの合意（コミュニティの拡がり及び合意のレベルも観
点に含める）

3. 計画の実施主体の明確性（合意のレベルについても観点に含める）
4. 計画の妥当性（装置等の開発・制作・設置だけでなく，運用計画とその
後の計画，それぞれに必要な期間や予算措置についても含める）

5. 共同利用体制の充実度
6. 社会的価値（国民の理解，知的価値，経済的・産業的価値，SDGsへの
貢献等）

7. 大型研究計画としての適否
8. 成熟度
9. 我が国としての戦略性，緊急性


